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  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 
 

承認します ・ 承認しません。 
 
本校のいじめ防止に関する実践 

 
〇「いじめアンケート」の活用 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「いじめゼロ宣言」の採択 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、「いじめ防止基本方針」に則り、いじ

め防止に向けた取り組みを行っている。いじめ対

策委員会を中心に、いじめの未然防止、早期発見、

早期対応、重大事態への対処と、それぞれの状況

に応じた適切な対処ができるようにしている。 

その取り組みの一つとして、年間を通していじ

めアンケートと学校生活アンケートを３回、全校

生徒を対象に行っている。アンケート内容はなる

べく短時間で記入できるように質問を精選し「は

い・いいえ」の二者択一で答えられるようにして

いる。アンケートを実施し、いじめに関わる内容

を知っていると回答した生徒には迅速に聞き取り

を行う。その内容に応じて、いじめの未然の防止

や、いじめが行われていた場合はその解消に向け

て指導をする。アンケート結果と指導については

生徒指導部でまとめ、全職員に周知している。 

 いじめを学校からなくしたいという生徒の願い

を、「いじめゼロ宣言」という具体的な宣言をまと

め、平成 27 年度の臨時生徒総会で全校生徒に提

案し、承認多数により採択された。このことによ

り、いじめを学校から無くしていこうという取り

組みを生徒が主体となって行える土台を築いた。 
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〇「いじめゼロ委員会」の設置 

 上記の「いじめゼロ宣言」の採択を受けて、いじめゼロ委員会を新たに設置した。生徒会本部役

員が中心となり、生活委員長、各学年の学級委員代表が委員として参加し、定期的にいじめに関わ

る情報交換や、いじめ防止に向けた掲示物の作成など、いじめ防止にむけた活動を行っている。 

 

〇今後の取り組みに向けて（生徒主体の新しい取り組み） 

 2 学期に立会演説会が行われ、生徒会本部役員も代替わりをした。生徒が主体となって、学校生

活をよりよくしていくために、新しい活動をしていきたいという意欲をもっている生徒が多い。 

そこで、その思いを具体的に形にするために「企画提案書」を作成して提案をするよう本部役員

の生徒たちに働きかけた。すると、生徒たちはさっそく学校生活を明るくするための様々な企画を

考えてくれた。その中に、いじめゼロ委員会の活動を活性化させたい、という願いが込められた企

画を持ってきてくれた生徒がいた。「お昼の放送を使った呼びかけ」「いじめ防止標語コンクール」

「学校生活で困っていることや、いじめについてのアンケート」等の様々な取り組みを考えてくれ

た。生徒主体で無理なく取り組める内容が多く、いじめ防止に向けての効果も期待されるため、３

学期から詳細を検討し取り組みを支援していこうと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   


